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はじめにはじめに
　医療情報連携の世界は、今まさに“再
構築”の段階に差しかかっている。これま
で各国で電子カルテの導入が進み、地域
医療連携ネットワークも整備されてきたが、
こうした取り組みの多くは基本的に“閉じ
た”システムとして設計されており、外部
との情報接続に対して柔軟性を欠いてい
た。そのため、異なる医療圏やベンダー
のシステムをまたいだ情報連携には多く
の課題が残されている。
　このような状況を打破するために、近年
注目されているのが「ネットワーク・オブ・
ネットワーク（Network of Networks）」と
いう構想である。これは、各地域や組織
が独自に構築してきた医療情報ネットワ
ークを、上位のルールと技術仕様によっ
て“相互接続可能な仕組み”として再編す
る考え方であり、医療情報連携の新しい
潮流として国際的に支持が広がっている。

　このアプローチの特徴は、従来のように
情報を中央に集約して一元管理するのでは
なく、それぞれのネットワークが独立性を
保ったまま、必要な時に他のネットワークと
安全に連携できる「連邦型アーキテクチャ」
を採用する点にある。つまり、個別最適化
されたシステム同士を“つなげる”ためのル
ールと中間層を設計し、全国的・広域的な
医療連携を実現しようという構想である。

米国における先進的な制度設米国における先進的な制度設
計：TEFCAの登場計：TEFCAの登場
　この「ネットワーク・オブ・ネットワーク」
構想を制度として最も先進的に取り入れ
たのが米国である。2022年には、米国
保健福祉省（HHS）傘下のONC（医療
IT全米調整官室）が主導する「TEFCA

（Trusted Exchange Framework and 
Common Agreement）」の運用が開始さ
れた。TEFCAは、米国内に複数存在する

医療情報ネットワーク（HIE）を“上位の
枠組み”でつなぐための全国的な共通ル
ールであり、相互運用性と信頼性を確保
しつつ、連携の促進を図るものだ。
　TEFCAにおいては、QHIN（Qualified 
Health Information Network）と呼ばれ
る認定ネットワークが中核を担い、それ
ぞれが標準化されたAPIやポリシーに準
拠して、他のQHINや医療機関と安全か
つ確実に情報交換を行う。これにより、
従来はつながらなかった異なるHIEが、
技術的・制度的に一貫した形で接続でき
る環境が整備されつつある。

大規模HIEの接続と大規模HIEの接続と
HealthShareの役割HealthShareの役割
　この枠組みにおいて注目されるのが、
eHealth ExchangeやHealthixといった既存の
大 規 模HIEネットワ ークの 存 在 で ある。
eHealth Exchangeは、退役軍人省（VA）や
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